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私は、高校卒業後、農

林水産省農学者大学校に

入学し、平成 14 年に卒

業と同時に就農いたしま

した。 

 

 

 

 農業経営の概要としま

しては、就農してから一

貫して水稲と大豆を経営

の２本柱として取り組ん

できました。就農当初は、

水稲６ha、大豆３ha で

したが、現在は水稲

12.5ha、大豆 8.5ha と

規模が大きくなってきて

いるところです。水稲に

関しましては、うるち米のほか、もち米、酒米に取り組んでおり、作期を分散させること

で、限られた労働力で適期収穫ができるようにしております。大豆に関しましては、地域

の実需者との契約栽培を行っていまして、ほぼそちらに出荷しています。その他に大豆菓

子の加工を委託しまして、販売を行っています。



 また、８月の半ばから

タマネギの育苗に着手し

ていまして、水稲作大豆

作と合わせて取り組んで

います。さらに、学校給

食や直売施設にその他野

菜を出荷しており、全体

を通して、消費者を意識

した生産・加工・販売を

心がけています。 

 

近年は離農される方な

どからの農地の引き受け

が増えています。受け皿

となり得る地域の若い担

い手も数も少ない中で、

この先どうやって対応し

ていくかが悩みの種です。 

 

 

 

   大豆栽培については、

10 品種ほど取り組んで

おります。その中でも最

も面積が大きいのが「秘

伝」という品種でありま

して、主に納豆用として

契約栽培を行っています。

大豆の外観が商品にその

まま出てきてしまうので、

大豆表面が汚れないよう

に仕上げています。次点で面積が多い納豆用の「すずかおり」は、当該地域では中晩生の

品種であり、全体的に収穫期が後ろに偏ってしまうため、今年度は早生品種である「シュ

ウリュウ」の作付を大幅に増やしました。水稲と同様に作期を分散し、それぞれの品種を

適期に収穫することで、高品質なものが得られるようにしています。これらの品種は、播

種前にどのほ場にどの品種を作付するか、事前に決めています。例えば、「くらかけ豆」



や「黒豆」のような手間がかかる品種についてはなるべく目が届きやすい小さなほ場に作

付けし、「秘伝」のような生育旺盛な品種は、地力があまり高くないところを選んで作付

するなど総合的に判断して作付けを行っているところであります。 

  

   ほ場の準備につきま

しては、連作ほ場と３年

に１回水稲とローテーシ

ョンを行うほ場と大きく

分けて二つあります。ロ

ーテーションほ場では、

有機物として稲わらを有

効活用し、一方連作ほ場

では、有機物として鶏糞

を投入していまして、地

力が落ちないようほ場の形態で区別して準備を行っています。また、ローテーションほ場

の排水対策ですが、額縁明きょと中央に明きょを掘るという形で表層排水を徹底して、機

械が入りやすいようにほ場を整えています。 

 

 雑草対策は基本的に早め早めに行うように心がけています。中耕培土は基本技術であり

ますが、中耕と培土は区別して取り組んでいます。中耕については、田植機の植付部分の

爪を改造してスパイラルローターを取り付けたものを用いて、回転を最大にし、必要以上

に深耕して土中の雑草種子を掘り起こさないよう表層のみを動かしています。培土作業は、

ディスク式培土機を使用

し、根を切ってしまわな

いよう株が小さくても早

めに行います。雨が降る

と機械でほ場に入れなく

なるので後手後手になら

ないように心がけていま

す。 

 



 これは秘伝大豆のほ場

ですが、一粒撒きにする

ことで倒伏防止や子実の

充実を図っています。ど

うしても一粒撒きにする

と播種精度が落ちてしま

うので、欠株が出ないよ

うに条間を歩いて足りな

い箇所に追加で播種して

栽植密度を整えるという

作業を行っています。中耕は株の近くかなりギリギリのところまで行い、攻めるイメージ

で行います。 

 

 こちらは「すずかおり」

ほ場の培土作業の様子で

す。株が小さいうちに丁

寧に行います。草丈が低

い品種である「すずかお

り」ですが、培土を行う

ことで倒伏するのではな

いかと思うほど生育が旺

盛になります。雑草対策

の一環と考えて作業を行

っています。 

 

 また、ドローンを使っ

て生育記録を取れないか

なと昨年から取り組んで

います。実際に写真（昨

年のほ場の上空写真）を

撮ってみたところ、一目

瞭然でありまして、茎葉

の緑色が薄くなっている

部分は、ダイズシストセ

ンチュウの被害が出てい

る箇所で、白くなっている部分は、乾燥害により土壌の表面が露出してしまっている箇所

です。今年度は、センチュウ対策をするべく緑肥としてクロタラリアを導入しました。ま

た、地力の回復についても期待しています。 



 今の時期はちょうど防

除の時期ですが、無人ヘ

リのオペレーターもやっ

ていまして、風圧によっ

て薬剤が莢まで届くよう

に心がけながら２度の防

除作業を行っています。 

 収穫は熟期に応じて適

期行い、選別は粒径、色

選に加え手選別も行い、

高品質なものをつくっていくために取り組んでいます。 

 

 大豆菓子については、

それぞれの品種の味の違

いを楽しみながら、それ

ぞれの飲み物に合わせて

食べていただけるように

販売しています。2015

年山形エクセレント賞も

受賞しました。全国各地

で取り扱っていただいて

います。 

 

 その他の活動としては、

地元小学生を対象にした

食農教育活動、高畠町へ

教育旅行でやってくる中

高生への農村体験の提供、

地元小中学校へ学校給食

への食材提供などに取り

組んでいます。 

 フェイスブックなどを

利用して情報発信を行っ

ているほか、今年の３月には東京で「しごとバー」（日替わりで普段様々な仕事に取り組

んでいる人がバーテンダーになって自分の生き方を紹介していくという企画を行ってい

る）に参加して、お客さんに大豆菓子をつまみお酒を飲んでもらいながら、私の農業の話



を聞いてもらうというようなこともやらせてもらいました。今後も続けていけたらと考え

ています。 

 

 学生時代に直売で生計を立てている農家へ研修に行った経験も踏まえまして、就農時か

ら変わらないコンセプトとして「地産地笑」を掲げています。消費者が少ない地域で、生

産した農産物をすべて地元の人に食べてもらえるというわけでもないため、「消」を「笑」

に変えまして地域の産業として地域でものを生み出すことで地域が活性化し笑顔になれれ

ばと 14年間変わらずに取り組んできているところです。 

 来年、事業継続のため法人化の準備をしているところですが、「地産地笑」を経営理念

とし、食と農の価値を高めることで地域社会に貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


